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要  約 

 高糖度トマトの根域制限栽培における自動かん水管理技術を確立するため，日射比例かん水制御装

置を開発し，9月上旬定植，6月末日収穫打ち切りのトマトの長期栽培への適合性を検討した． 

1. 試作したかん水制御装置は，汎用電子機器で構成され，1回のかん水量，かん水開始点となる積算

日射量，およびかん水時間帯を任意に設定できる．当日1回目のかん水では，前日の最終かん水時以

降の日射量を反映する設定と定刻にかん水する設定とを選択できる． 

2．積算日射量と蒸発散量との関係を検討した結果，10月から6月までの各月において両者の間に高い

正の相関が認められた．さらに，単位蒸発散量に対する積算日射量は各月によって異なっていた． 

3．本装置を用いてトマトを長期栽培した結果，高糖度果実（Brix8％以上）の可販果収量は9.7ｔ/10a

であった． 

4．本装置は，かん水開始点およびかん水時間帯の設定を生育時期に応じて変更することで，高糖度

トマトの根域制限長期栽培に適用できると判断された． 
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